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ミヤイリガイの生殖細胞の発育状況とその殻長

との関係について
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緒論

白木住血吸虫の中間宿主ミヤイリガイに関しては王培

信ら (1956）によって 0.hupens£sの生殖巣の組織学的

な検討がなされているが， 0.nosophoraの生殖細胞の

発育についての文献は見当らないようて、あるO 生物の成

体，幼生の別は生物学的には一般に性的完熟の時期をも

ってするのが普通であり，日本住血吸虫の媒介者として

重要なミヤイリガイの稚貝と成熟員との区別は防疫上重

要な基礎資料であるにもかかわらず，との種の研究はあ

まり行なわれていない。従ってとの点を解明すべく生殖

細胞の発育状況とその殻長との関係について検討を行な

い，あわせて成熟生殖細胞の出現状況をも検討して，単

に生物学的研究としてでなく，防疫との関連における基

礎研究としての意図のもとに研究を行なった。

実験材料および方法

1) 実験に供した貝は昭和34年3月下旬から 4月中旬

山梨県中巨摩郡八田村田之岡の水田地帯の小溝渠から採

集した。員は水てよく洗い，貝殻に附着している砂土や

汚物を除去し，貝殻が破損および侵蝕していない運動活

溌なものを選び，その雌雄は剖検によって判別した。

2) 殻長 8～ 8mmの員を殻長 0.5mm 間隔に計測

し，殻長および性別によって22群に牙けて各群を30～50

個と し，軟体部に損傷を与えないようにして貝殻を壊わ

い精巣および卵巣を取り出し，貝用の生理的食塩水に

て浸漬じつつ細析し，内容を生鮮標本て観察し，生殖細

胞の出現を記録したO 卵巣内の卵母細胞は解剖すること

によってほとんどが壊われてしまい，精巣内の精子のよ

うに生体の状態てそれを観察するのが不可能であったた

lsAo HASHIMOTO : The relation between the 

growth of germcell and the shell length of Oncome-
lanza nosoρhora (Department of Parasitology, Nat-
ional Institute of Health, Tokyo) 

めに，卵巣をトルイジンブルー ・ホルマリン液（0.23%の

NaCl 95 cc・ホルマリン 5cc・トルイジンブルー粉末 0.1

g）て固定染色後細析して観察したO ただし輸卵管内の

※卵細胞は解剖中に壊われるということはなかったので，

生鮮材料て観察したO なお貯精嚢も生鮮標本により観察

した。生鮮材料の観察には必要に応じて位相差顕微鏡

（千代田NDL）も使用した。

3) また生殖巣はプアン固定，パラフィン包埋，マイ

ヤ一氏へマトキシリン ・エオジン二重染色を行なって切

片標本とし，その組織および生殖細胞について検討を行

なったO 切片標本の厚さは約 8μ て、あったO

成績

1) 雄貝について

i）精巣は中腸腺に包まれ，通常精子を充満している場

合には薄紅色を呈し，僅かに光沢を帯びているが，精子ー

を包含していない場合には透明である。精巣内の精子の

大きさは頭部 10μ， 尾部80～90μ，全長 90～100μであ

って，位相差顕微鏡によって頭部に螺旋構造の存在を認；

めた（写真 1-6・7）。

ii）精巣内における精子は第1図に示した如く，殻長

3.5mmのものから僅かに認められ，縦張肋の有無にか

かわらず，殻長 5.0mm以上のものでは 100%に認め

られた。

iii）精巣においては，殻長 3.0mmのものでは精原細

胞および精母細胞が見られ，それらの減数牙裂期像も見

られた〈写真 1-1）。殻長 3.50mmになると減数好裂期

像および分裂後の形態変化途上にある紡錘形精母細胞が

見られ，精母細胞および精子形成の完了したものを同時

に見られたぐ写真 1ー 2・3）。殻長 4.5mmのものでは

紡錘形精母細胞が多く見られ，僅かに精母細胞および滅

※正確には卵母細胞も混じているが， ζζではとのよ

うに呼ぶ ζ とにする．詳しくは論議で説明する．
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数牙裂期像が見られ，精子はすでにかなり多く形成され

てへマトキシリンて濃染されるものを認めたく写真1ー

の。殻長 5.0mm以上のものからはヘマトキシリンて

濃染される精子が無数に常に認められた〈写真 1-5）。

2) 雌貝について

i）卵巣は中腸腺に包まれ，貝体の頭部へ向って輸卵管

を発しており，通常卵母細胞を充満している場合には黄

乳白色を呈し，未熟な卵巣は透明である。上記濃度のト

ノレイジンブルー・ ホルマリン液同定染色では卵母細胞は

あまり染着しなかった。輸卵管内の卵細胞は大体いつも

輸卵管の上部においては数個，輸卵管の中部ては 1～2

個が認められ，更に下っていわゆる貯精嚢に近い輸卵管

ては 1個づ、つ 1列に並んでいるのが見られた。卵巣内の

卵母細胞はほぼ球形てその大きさはもっとも大きなもの

で 180～ 200μであった〈写真2ーの。輸卵管内の卵細

胞の大きさは卵巣内のもっとも大きい卵母細胞とほとん

ど同じであったく写真2-5）。輸卵管内ては減数牙裂途

上にあると思われる像を示す成熟卵母細胞も認めたく写

真 2-7・8）。
ii）雌貝における生殖細胞は卵巣および輸卵管内にお

いて認めたが，受精霊，貯精霊，卵塊腹腺等には認めな

かった。卵巣内における卵母細胞は第1図に示した如

く，縦張肋の有無にかかわらず殻長 4.0mmのものか

ら僅かに認められ，殻長 6.0mm以上のものでは 100

%に認た。輸卵管内にお・げる卵細胞は第1図に示した如

く，縦張肋の発育した員のみに殻長 5必 mmのものから

僅かに認められ，殻長 7.5mm以上のものでは 100%

に認めた。雄雌貝を通Uて殻長がかなり大であるにもか

かわらず，縦張肋の明らかでないものがあったが，乙れ

混とんど一致して生献の興が悪かったo
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第 1図 ミヤイリガイの生殖細胞出現状況

iii）卵巣においては，殻長 3.0～ 3.5mmのものでは

卵母細胞全体がヘマトキシリンに濃染し，かっ小形てあ

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 6号

り，卵巣内壁に大小とりまぜて排列している〈写真2-

1）。殻長 4.0mmのものからはヘマトキシリンに濃染

する上記卵母細胞が同様に見られるが，その他にそれよ

りやや大きししかも淡染するもの，エオジン頼粒を含

むもの，大形エオジン頼粒を含むもの等各種の発育段階

を示す卵母細胞が見られた。しかし大形エオジン穎粒を

合む卵母細胞は数が少なかった。殻長 6.0mm以上の

ものからは前述の如き各種の細胞が見られたが，とれら

の卵母細胞は卵巣内壁に大小とりまぜて排列しており，

大形エオジン穎粒を持った卵母細胞は卵巣内壁に附着し

ているものと，そこから遊離しているような像を示すも

のが見られたぐ写真 2-2・3）。輸卵管内における卵細

胞は卵巣内の成熟卵母細胞と同様に大形エオジン頼粒を

含んており，それが殻長 5.0mmのものから認められ

たO 通常輸卵管の上部においてはエオジン赤染頼粒をも
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第 2図 ミヤイリガイの貯精嚢内精子出現扶況

った数個の卵細胞が見られたO 輸卵管の中部ては穎粒が

とEオジンに赤染する卵細胞 1～2個，更に下って貯精嚢

に近い場所ては 1個の卵細胞が見られた。

貯精霊は通常精子を貯蔵している場合には茶褐色を呈

( 110) 
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し，精子を貯蔵していない場合には透明であるO 貯精嚢

内の精子の頭頚部の大きさはいづれも精巣内の精子の大

きさとほとんど同一であるが，尾部になると正常型の精

子に混じて頭頚部のみのものや，尾部が切れかかったも

の等が認められたぐ写真 1-8）。また正常型の精子は運

動性を有するが，それ以外のものは運動性が不顕著であ

った。ただし受精霊内ては貯精霊内て認めたような異常

精子はほとんど見受けず，ほとんど正常型精子て、あった。

貯精義内精子の存在は第2図に示した如く，縦張肋の発

育した貝のみにおよそ殻長 5.5mmのものから僅かに

認められ，殻長 7.5mm以上のものでは 100%に認め

られた。

論議

ミヤイリガイの生殖巣の発育を雌雄別に見ると次の如

くて、あるO 雄貝における精巣は殻長 3.0mmのもので

は精原細胞および精母細胞と，それらの減数牙裂期像が

認められ，殻長 3.5mmのものにおいてはヘマトキシリ

ンに濃染する精子が僅かに見られた。殻長 5mm以上の

ものからはヘマトキシリンに濃染する精子が常に無数に

見られた。また生鮮標本においても殻長 5.0mm以上の

ものでは 100%に精子が認められた。著者（1959）はミヤ

イリガイの Penis透視法による雌雄判別の的中率は殻

長 3.1～ 4.0mmのものでは60%，殻長 4.1～ 5.0mm 

のものでは72%，殻長 5mm以上のものからは92%とい

うかなり高い的中率を有するととを認めているO 以上の

諸事実により精巣の発達に伴なって Penis透視法によ

る雌雄判別の的中率が高まってくることがわかり，雄貝

の場合は殻長 5mm以上になると大体性的に成熟してい

るものと考えてよさそうであるO

一方雌貝の卵巣内におけるヘマトキシリンに濃染する

細胞は幼弱，いわゆる幼期の卵母細胞であって，それの

発達に伴なってエオジンに赤染する穎粒が現われ，その

後完熟した※卵母細胞となってその卵巣内壁から遊離

し，輸卵管内え脱落するのではなかろうかと考えられる。

J卵巣内の卵母細胞の膜は薄いが，，，輸卵管内の卵細胞の服

はそれに比べて割合厚く，受精脱様のものが認められる

が，受精の瞬間を捕えるととができなかったので，はっき

り受精膜とは云いきれない。また輸卵管内卵母細胞で減

数牙裂像を認めたが，卵形成のための滅数牙裂は輸卵管

内ても起ると考えられるが，第 1分裂，第2牙裂およびそ

※との卵母細胞は極体の放出を捕えていないので，第

l次のものか，第 23たのものかは不明である。
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れに伴なう極体の放出や受精等の一連の現象を捕えてい

ないので輸卵管内て認めた生殖細胞〈一応卵細胞とした〉

は正しくは卵細胞ばかりとは云えない。おそらく各時期

の卵母細胞も混じているものと考えられるO 杉浦（1933)

はミヤイリガイの発生について検討を行ない，卵割は産

卵後に行なわれると述べているととから，写真 2~7 ・

8の如き卵母細胞の減数分裂は体内において行なわれる

ものと考えられるO 輸卵管内の生殖細胞は卵母細胞と卵

細胞の混じたものであるうということは輸卵管以外の卵

塊膜腺，産卵孔附近に存在する生殖細胞および産み出さ

れた新しい卵等と比較検討すれば牙明すると思われる

が，ことでは成熟生殖細胞がいつ頃から出現するかとい

う点に重点を置いたので，この問題については今後の検

討に倹たなければならなし＇＼ o輸卵管内の卵母細胞もしく

は卵細胞および貯精嚢内精子の発見は縦張肋の発育した

貝のみに殻長 5.5mmのものから僅かに認められ，殻長

7.5mm以上のものでは総べてに認めたことから，おそ

らく縦張肋の発育した員は性的に成熟しているものと推

定されるが，生殖器官の発育と縦張肋の発育は極めて密

接な関係があるものと思われるので，との乙とについて

は目下検討中であるO また以上の如く殻長より見た場合

は雄貝の方が雌貝よりも性的成熟期がやや速いように考

えられるO

要約

ミヤイリガイの性的成熟期を明らかにするために生殖

細胞の発育とその関係について検討を行ない，あわせて

成熟生殖細胞の出現状況についての検討をも試立た。そ

の結果を要約すれば次の如くであるO

1) 精子の大きさは90～ 100μて、あったO

2) 殻長 3.0mmものでの精巣ては精原細胞，精母細

胞および減数牙裂期像を認めた。殻長 3.5mmのもの

では減数牙裂期像，紡錘形精母細胞等の他に僅かの精子

を認めた。殻長 5.0mm以上のものてはへマトキシリ

ンに濃染する精子を常に無数に認めた。

3) 卵巣内のもっとも大きい卵母細胞および輸卵管内

の卵母細胞もしくは卵細胞の大きさは 180～200μてあ

った。

4) 輸卵管内の卵母細胞もしくは卵細胞は殻長 5.5

mmのものから僅かに認められ，殻長 7.5mm以上の

ものでは総てにとれを認めた。

5) 輸卵管内の卵母細胞で成熟牙裂像を認めた。

6) 殻長 3.0～3.5mmのものでの卵巣は全体がヘマ

( 111) 
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トキシ リンに濃染する小形の幼若卵母細胞が卵巣内壁に

排列しているのを認めた。殻長 4.0mmのものからは幼

期のもの，ヘマトキシリンに淡染するやや大形のものお

よ(f.エオジン穎粒を含んだ大形成熟卵母細胞を認めた。

7) 貯精義内精子の発見は殻長 5.5mmのものから

認められ，殻長7.5mm以上のものでは総べてに認めた。

稿を終るにあたり御指．導，御校閲の労を賜った予研寄

生虫部々長小宮義孝博士および同部小山力技官に感謝の

意を表します。種々御教示を賜った都立大学生物学教室

団勝勝博士および麻布獣医科大学生物学教室板垣博氏に

感謝いたしますO 種々御教示を賜った予研寄生虫部安羅

岡一男博士，柳沢十四男博士および同部の諸兄姉，また

実験材料の採集に際し御援助を賜った山梨県立医学研究

所地方病科飯島利彦博士および同科の諸氏に感謝いたし

ます。
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W. Chi (1957): Egglaying inhibition in Oncomela‘ 

nza nosoρhara maintained on五lterpaper. Amer. J our. 
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cytoplasma in relation to the formation of Ase-
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& Biol., 10(3～4), 247～255. 

Summary 

This study was undertaken in an attempt to 

elucidate the relation between the occurence of germ 

cells in genital organs and shell-length of Oncomelanza 

nosoρhara, snail ietermediate host of Schzstosoma 

jaρonzcum. Results obtained from morphological 

observation were summarized as follows : 

1) Relation between male germ cells and shell‘ 

length: In the snail being 3.0 mm  in shell-length 

spermatogonia and spermatocytes in some of which 

maturation division occured, were recognized in the 

testes. But no spermatozoa were observed in them. 

In snails measuring 3. 5 mm  in length a few sper‘ 

matozoon with a length of 90 to 100 μ was observed 

together maturation division and spindle-like-shaped 

spermatocytes in their testes. 

Numerous spermatozoa dark-stained with haerrト

atoxylin occured in the testes of snails measuring 

5.0 mm  or more (in length). The occurence of 

spermatozoa in seminal vesicle were rearly recognized 

in the snail with length of 5. 5 mm  and were always 

observed in those of 7.5 mm  or more (in length). 

2) Relation between female g~rm cells and shell-

length : In the snails measuring 3. 0 to 3. 5 mm  in 
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shell-length the youngest oocytes in an early stage of 

growth period, dark-stained with haematoxylin and 

arranging on the inner wall of their ovary were 

observed. 

containing eosinophilic granules in cytoplasm, were 

observed in their ovary. 

In the snails with length of 4. 0 mm  three kinds of 

oocytes, the youngest one dark-stained, younger one, 

less-stained with haematoxylin and fully grown one 

Oocytes (or may be egg cells) were rearly present 

in the oviduct of the snail with shell-length ranging 

5.5 to 7.5ロun and were always present in those 

measuring more than 7. 5 mm. 

写真説明

1-1. 精巣内の精原細胞，殻長 3.0mm,H-E染色， 400x. 
1-2. 精巣内における精母細胞減数分裂期像と分裂後の形態変化の途上にある紡錘形精母細胞，矢印は減数

分裂像，殻長 3.5mm,H-E染色， 400X. 

1-3. 向上拡大，矢印は減数分裂像， H-E染色， 900X. 

1-4. 精巣内における精母細胞の減数分裂後の形態変化の途上におる紡錘形精母細胞，殻長 4.5mm, 400 X. 

1-5. 精巣内の精子，矢印にて示す，殻長 5.0mm, H-E染色， 100 x. 
1-6. 精巣内の精子，径 90-100/J.，殻長 5.0mm，位相差顕微鏡， 400x. 
1-7. 向上精子，精子の頭頚部に螺旋構造が見られる，位相差顕微鏡， 400x. 
1-8. 貯精嚢内における精子の頭頭部のみのもと尾部が切れかかったものが見られる．殻長 6.0mm，位相

差顕微鏡， 400x. 

2-1. 卵巣内卵母細胞が卵巣壁に排列している．矢印にて示す．殻長 3.0mm, H-E染色， 100x. 
2-2. 卵巣内における各種の卵母細胞，穀長 6.0mm, H-E染色， 100x. 
2-3. 向上．

2-4. 卵巣内の卵母細胞， トJレイジシブルー・ホ1レマリシ液染色，径 180～200μ，殻長 6.0mm, 200 X. 

2-5. 輸卵管内の卵母細胞，径 180～200μ，殻長 6.5mm, 200 X. 

2-6. 輸卵管内の卵母細胞に精子をかけて受精現象を試みているところ，矢印は精子，殻長 6.5mm，位相

差顕微鏡， 400x. 
2-7. 輸卵管内における卵母細胞の減数分裂期像，矢印にて示す，殻長 6.5mm，位相差顕微鏡， 400X. 

2-8. 向上，矢印は減数分裂像，殻長 6.5mm，位相差顕微鏡， 400X.

a＝へマトキシリジに濃染する幼期の卵母細胞． b＝へマトキシリシにや中濃染する幼期の卵母細胞．

c＝へマトキシロユ／に淡染する卵母細胞． d＝小形エオジユ／頼粒を有する卵母細胞．

e二大形エオジシ頼粒を有する成熟卵母細胞．
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